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豊川水系河川整備計画
（大臣管理区間）に基づく

河川整備の実施状況

第30回豊川の明日を考える流域委員会資料

資料
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河川工事

・河川整備計画施工箇所位置図

・霞堤対策

・河道改修及び河川環境の整備と保全

・堤防補強

・内水対策

・設楽ダムの建設
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低水路拡幅：一鍬田地区

低水路拡幅：江島地区

旧堤撤去：金沢地区

小堤：金沢地区／金沢霞

旧堤撤去：賀茂地区

小堤：三上地区／賀茂霞

小堤：牛川地区／下条霞

築堤：牛川地区／朝倉川

新城市

新城市

豊川市

豊川市

豊橋市

豊橋市

小坂井町

築堤：牛川地区／牛川霞
耐震対策：清須地区

豊橋市

低水路拡幅：大村地区低水路拡幅：大村地区

旧堤撤去 ・伐採：賀茂地区旧堤撤去

環境対策

堤防補強
（大村地区）

三河湾

樹木伐採：石巻本町地区

低水路拡幅：豊津地区

築堤・掘削等：牛川地区／神田川

低水路拡幅 ：東上地区

河川工事

凡 例

未整備箇所緑文字

平成19年度整備箇所赤文字

黒文字 整備済箇所（平成18年度末）

灰文字 実施中箇所（一部整備済）

進捗率：H19年度末時点

（事業費ベース）

・改修事業は、大村地区
の堤防補強・東上地区の
低水路拡幅を継続実施
している。

・環境事業は、本川（下流
部）のヨシ移植工事を継
続実施している。

実
施
済

約16%

河川整備計画施工箇所位置図
【主な平成19年度工事】

施工箇所位置図 事業進捗率
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霞堤対策

下条、賀茂、金沢地区での浸水軽減対策状況

国土交通省

◆小堤の検討

関係市町村

◆土地利用規制立案

地元代表者説明会の開催

◆地元要望等

地元住民

合意形成

金沢平成１９年 ８月１０日

下条平成１９年 ７月３１日

賀茂平成１９年 ７月 ３日

平成１９年度

下条・賀茂・金沢平成１９年 １月３１日

金沢平成１８年１０月１６日

賀茂平成１８年 ５月１６日

下条平成１８年 ５月１０日

平成１８年度

金沢平成１８年 １月１８日平成１７年度

下条平成１７年 ３月 ８日

賀茂平成１６年１０月１３日

金沢平成１６年 ９月１７日

下条平成１６年 ９月１６日

平成１６年度

霞地区開催日

河川工事

平成１９年１２月８日（土）

東日新聞【１４面】

・現在、豊川の左岸側には、４つの霞堤が残っています。

・最下流の牛川霞堤は、築堤を延伸してきました。今後も地元豊橋市と土地利用計画等と調整を図りながら無堤部を解消していきます。

・下条、賀茂、金沢の霞堤については、小堤の計画や土地利用規制等のソフト対策について、引き続き地元関係者と調整を図り、事業を

推進していきます。

豊川防災関連記事
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・実施にあたっては、樹木管理検討会の
助言・指導を得ながら実施した。

・現在は、東上地区の低水路拡幅を実
施している。

【環境に配慮した低水路拡幅】

河川工事河道改修及び河川環境の整備と保全 (１)

・平成17年度に水際の草地環境を
保全しつつ掘削工事を実施した。

・平成18年度より、その効果等を検
討するために、モニタリング調査
を実施している。

松原地区（施工後約1年）H１９．３月

豊津地区施工箇所

松原地区施工箇所

位置図

松原地区（現況の写真）Ｈ２０．６月

東上地区施工箇所
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河川工事

【堤防補強（豊橋市大村地区）】

河道改修及び河川環境の整備と保全 (２)

豊橋市

小坂井町
豊川市

豊橋市

大村地区施工箇所

・漏水による破堤等の被害の防止を図るため、弱小堤対策を継続実施している。

施工イメージ H19年度の施工状況

H19年度の施工状況

豊川

伐木除根

遮水矢板設置

豊橋市大村町 築堤

H18年度・19年度の実施箇所位置図

○全体延長：約1,000m
○事業進捗率（事業費ベース）平成19年度末：約48%
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小 坂 井 町

豊 川 市

豊 橋 市

施工済み箇所

平成18・19年度施工箇所

・本川（下流部）において良好な河川環境の復元・形成のためのヨシ移植を継続実施している。

【本川下流部におけるヨシ移植】

河道改修及び河川環境の整備と保全 (３) 河川工事

ヨシ移植位置図 平成19年度の施工状況

平成17年度施工箇所の現況
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河道改修及び河川環境の整備と保全 (４) 河川工事

豊川河口部において、モニタリングを行いながら干潟の試験施工を実施する。

【豊川河口部干潟の試験施工】

1988.11.21
T.P.-0.50m

【今年度の予定】
［上半期］

・現地環境調査
（事前モニタリング）

・採取土砂の土壌調査
・試験施工の詳細設計

［下半期］
・試験施工の実施
・現地環境調査

（実施中モニタリング）
・次年度以降の検討

干潟の変化

1970年代の干潟を目標

として、干潟再生の取り

組みを実施する。

1970年代の干潟の様子

干潟の再生目標

1980年代の潮干狩りの様子

再生による効果の期待

1977.12.11

T.P.-0.15m
御津二区(埋立)

干潟

1970年代に存在していた広大な干潟が年々減少傾向にある。

1977.12.11
T.P.-0.15m

過去の干潟の様子
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内水対策
・内水地区では、浸水対策として排水機場を設置しており、洪水時に内水排除を行っている。

・小坂井排水機場は築41年を経過し機能低下・腐食等の老朽化が著しいため、平成１７・１８年
度の２ヶ年でエンジン・操作制御設備等を更新し、ポンプのオーバーホールを１８年度末に完
成した。

小坂井排水機場・古川排水場の位置図

小坂井排水機場

古川排水機場

河川工事

小坂井排水機場の稼働状況

年平均３．２回

年平均３．４回

古川排水機場の稼働状況
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設楽ダムの建設

最近の経過

平成19年8月 「第29回 豊川の明日を考える流域委員会」において設楽ダム建設事
業再評価を実施

平成19年9月 事業評価監視委員会に設楽ダム建設事業再評価の結果を報告

平成19年12月 関係機関に設楽ダム建設に係る総事業費と負担割合を提示

平成20年1月 設楽町が国土交通省と愛知県に７項目の要望書を提出

平成20年1月 愛知県がダム使用権の設定を国に申請

平成20年1月 国土交通省が愛知県知事に設楽ダム基本計画の作成について意見
照会

平成20年3月 愛知県知事から意見照会に対する同意の回答

河川工事
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設楽ダムの建設に関する基本計画

設楽ダム基本計画の作成について、愛知県知事が同意の回答。

１．目的 ： 洪水調節、流水の正常な機能の維持、かんがい、水道

２．位置及び名称

(1) 位置 ： 愛知県北設楽郡設楽町 (2) 名称 ： 設楽ダム

３．規模及び型式

(1) 規模 ： 堤高１２９ｍ (2) 型式 ： 重力式コンクリートダム

４．貯留量、取水量及び放流量並びに貯留量の用途別配分に関する事項

(1) 貯留量 総貯留量 ： 98,000千m3 有効貯留量 ： 92,000千m3

(2) 取水量及び放流量並びに貯留量の用途別配分

・ 洪水調節容 19,000千m3

・ 流水の正常な機能の維持容量 60,000千m3

・ かんがい用水容量 7,000千m3

・ 水道用水容量 6,000千m3

・ 堆砂容量 6,000千m3

５．ダム使用権の設定予定者 愛知県(水道）

６．建設に要する費用に関する事項

(1) 建設に要する費用の概算額 約 2,070 億円

(2) 建設に要する費用の負担者及び負担額

・ 洪水調節、流水の正常な機能の維持 77.7%

・ 水道用水 11.0%

・ かんがい用水 11.3%

７．工期 昭和５３年度から平成３２年度（予定）
東 愛 知 新 聞
平成２０年３月２６日（水）

河川工事
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今後の流れ

今後は、特定多目的ダム法に基づく基本計画を策定し、工事着手を予定している。

用地買収・借地

平成２０年６月

工事用道路の設置工事
付替工事

基礎掘削工

堤体コンクリート工など

管理用設備工

試験湛水

完成

堤体工事

工事用道路工

転流工(仮排水トンネル）

付替道路工

基礎掘削工

堤体コンクリート工など

管理用設備工

試験湛水

完 成

工事着手
工事概要

設楽ダム基本計画策定

※特定多目的ダム法

Ｈ１５年３月～

用地測量・物件調査 補償基準妥結

補償基準提示

Ｈ１３年１１月

Ｈ１５年４月

豊川水系河川整備計画
の策定

※河川法

豊川水系河川整備計画
の策定

建設（工事事務所）移行

※河川法

環境影響評価【評価書】

環境影響評価【準備書】

環境影響評価【方法書】

環境影響評価法 Ｈ１７年４月

Ｈ１８年１２月

環境影響評価【評価書】

環境影響評価【準備書】

環境影響評価【方法書】

※環境影響評価法

Ｈ１９年７月

基本計画案作成

県知事意見照会

ダム使用権の設定申請

関係行政機関の長

議会の議決・回答 回 答

公 示

整備計画の一部変更

Ｈ１８年４月

河川工事
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河川維持

・平常時の管理

・洪水時の管理

・水質事故への対応

・水質監視

・河川情報システムの整備

・豊川流況総合改善事業
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重要水防箇所（堤防詳細点検）

・除草による堤防点検や目的別巡視を活用した点検を実施したほか、出水期前に、水防団等と合
同で重要水防箇所の合同巡視を実施した。（重要水防箇所についてはＨ１９より堤防詳細点検（浸
透）を追加）

・河川管理施設（樋門樋管等）については、出水期前点検及び操作人を対象にした水閘門操作講
習会を実施した。

・許可工作物については、施設管理者と合同で、出水期前点検を実施した。

河川維持平常時の管理（１）

堤防除草の状況

重要水防箇所合同巡視
(H19.5.30)

許可工作物出水期前点検実施状況
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・平成１９年７月の台風４号による出水で護岸に被災を受け復旧工事に着手した。また河
岸等に大量の漂着物を確認し集積・処理をした。

平常時の管理（２） 河川維持

・老朽化や損傷した護岸等を補修するなど、河川管理施設の保全に努めた。

補修前 補修後

間川 小野田樋管取付護岸の補修

松原用水排水樋管（豊橋市行明町）

処理後処理前

豊橋市前芝町
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平常時の管理（３）
・施設や環境、河川利用等の状況を把握するため、通常巡視は週2回の一般巡視に加え、週3回
目的別巡視を行なった。

・通常の河川巡視に加え、出水時（前後を含む）における巡視、また、テロ対策のための特別巡視
も行なった。

河川維持

テロ対策巡視（東名豊川橋）

不法投棄（豊橋市賀茂町） 河川管理施設への落書き（豊橋市行明町） 不法投棄発見件数（H18.4より四半期毎）
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一般巡視の状況
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平常時の管理（４） 河川維持

・豊川においては平成１９年は釣り人１件、遊泳者２件の計３件の死亡事故が発生した。
・河川管理者、地方自治体、警察、消防、ダム・堰管理者及び河川利用者で構成される豊川水系水
難事故防止連絡会は、利用者へ安全利用の呼びかけ、構成機関相互の情報共有など、安全な河
川敷地利用のための活動を実施した。

【安全な河川敷地利用のための活動】

河川の利用状況 東名付近 水難防止看板の設置

リーフレットの作成

リーフレットを河川利用者に配布
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河川維持

防災体系の見直し（洪水予報等）により、洪水予報において洪水の危険のレベルをわかり
やすい表現に改善した。

防災体系の見直し（洪水予報等）

○洪水予報指定河川（豊川・矢作

川等）では、豊橋河川事務所・名

古屋地方気象台と共同で発表し

ている洪水予報を、平成１９年４

月１９日より、危険度がわかりや

すい表現に発表形式を改善しま

した。

水位変化

はん濫危険水位（危険水位）はん濫危険水位（危険水位）
洪水により相当の家屋浸水等の被害
を生じるはん濫の恐れがある水位

避難判断避難判断水位水位（（※※新たに設定）新たに設定）
市町村長が行う避難勧告等の発令判
断の目安となる水位

はん濫注意水位（警戒水位）はん濫注意水位（警戒水位）
住民がはん濫に関する情報に注意す
る水位

普段の水位普段の水位

はん濫注意水位に達した場合はん濫注意情報洪水注意報レベル２

はん濫危険水位を超える恐れのある場合又は避
難判断水位を超えなお水位上昇が見込まれる場
合

はん濫警戒情報レベル３

はん濫危険水位に達した時はん濫危険情報レベル４

はん濫が発生した場合はん濫発生情報

洪水警報

レベル５

洪水予報の基準洪水予報の標題洪水予報の種類洪水の危険のレベル

洪水時の管理（１）
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河川維持

平成19年1月1日から平成19年12月31日までの豊橋河川事務所の風水害に対する体制状況

有8:072.737:00前線9月12日

無0.021:10台風9号9月7日

有
14日
18:15

5.63
15日
7:50

台風4号
7月14日

15日

無1.3921:20低気圧通過5月25日

無2.347:50寒冷前線通過3月25日

操作の有無時刻最高水位（ｍ）時刻

放水路のゲート操作石田水位観測所
出水の原因月 日

平成19年1月1日から12月31日までの豊川出水状況（豊橋河川風水害対策支部設置）

賀茂霞 浸水状況
（空中写真）

下条霞 県道豊橋鳳来線下野橋付近
（ＣＣＴＶ画像）

平成１９年７月１５日台風４号による出水状況

洪水時の管理（２）
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河川維持水質事故への対応

(年度)

水質事故におけるオイルマット
による対応状況(H19.9.14)

(件)
豊川水系水質事故発生数

0

2

4

6

8

10

12

14

16

H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19

豊川水系水質事故発生数

・豊川水系での水質事故は平成１３年度４件、平成14年度７件、１５年度は１４件、平成１６年度は５件、
平成１７年度は５件、平成１８年度は９件、平成１９年度は５件発生した。

・豊橋河川事務所は水質汚濁対策連絡協議会の事務局として、水質事故に迅速に対応するため、
情報伝達強化を図るとともに、実技講習会を開催した。

水濁協実技講習会状況(H19.11.1)
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水質監視 河川維持

・環境基準地点（江島橋、吉田大橋、小坂井大橋）及び一般地点（石田、当古橋）の水質を毎月調査
し、その結果をホームページにて公開している。
また、当古地点においては、水質自動監視装置によるリアルタイムデータ（速報値）の提供を行っ
ている。

水質類型区分 HP画面

http://www.river.go.jp
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・防災対策に必要な水位・雨量・河川カメラ画像等の情報を、迅速かつ正確に沿川住民
や関係機関に提供する河川情報システムの整備を進めている。

河川情報システムの整備

河川情報システム

ホームページによる情報発信
http://www.tyh.cbr.mlit.go.jp/live/Toyohashi/Ie/Top.html

河川維持

豊橋河川事務所

豊川出張所

一宮出張所

清水川樋門本流

豊川情報表示板

豊川市
（旧一宮町）

豊橋市

豊川市

宇連ダム

新城市

大島ダム

設楽ダム（建設中）

：河川カメラ

：光ケーブル

新城市（旧鳳来町）

豊川放水路管理所

東名高速道路

牟呂松原頭首工

三河湾

新城橋

大野頭首工

寒狭川導水路

凡例

小坂井町

放水路下流

豊橋市役所屋上

設楽町

寒狭川頭首工

設楽ダム工事
事務所

愛知県東三河建設事務所

光ファイバーネットワーク

○敷設延長約70ｋｍ

○河川カメラ42台設置

：接続機関

計画高水位6.16m

出動水位4.00m

水防団待機水位3.50m

平常水位1.34m

氾濫注意水位3.50m
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豊川流況総合改善事業で平成１４年度に完成した寒狭川頭首工及び寒狭川導水路の維持・
管理を行うとともに、豊川水系の河川流水の総合的な運用を図っている。

大野頭首工下流の改善効果

豊
川

用
水

※大野頭首工下流
部が枯渇するため、
寒狭川の流量が多
いときに寒狭川導
水路にて最大１．３
ｍ3/秒を導水し、大

野頭首工下流にこ
れを放流して、流
況を改善する

河川維持

流況改善前

宇
連
川

流況改善後〔１.３m3/s〕

宇
連
川

豊川流況総合改善事業

流況改善前 流況改善後

約５０日 約150日

１８２日

[流況改善放流]

１２８日

２４２日

６４日

１７８日

１２９日

２１２日

１１３日

２５８日

８５日

[流量改善以外の放流]
５６日 ５９日５８日 ４０日 ２３日

H１５年度
S６３～H９

（10ヵ年平均）

寒狭川頭首工
供用前

寒 狭 川 頭 首 工 供 用 後

H１６年度 H１７年度 H１８年度 H１９年度

0日

100日

200日

300日

365日

[放流]
７５日

[非放流]

２９０日

データ出典：水資源機構
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豊川流況総合改善事業に関する
環境モニタリング調査結果

流況改善区間では、底生魚類の種類・個体
数の増加及び回遊魚の個体数を継続確認
している。

河川維持

◆流況改善区間における調査地点

年間310日程度は

流れがない

年間の半分程度は

流れがある

(流況改善時は

1.3m3/sec)

底生魚類が増加

【事業後】
・事業実施により
年間の半分程度は
流量が増加し、早
瀬の出現、瀬切れ
の解消等が確認さ
れ、アカザやカジ
カ、ヌマチチブを
始めとした多様な
底生魚類が生息す
るようになり、回
遊魚も継続して確

認されています。

【事業前】
・年間310日程度は、

大野頭首工からの
放流がなく、瀬切れ
や流れのない区間
が存在しました。

【流況改善区間】
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豊川流況総合改善事業に関する
環境モニタリング調査結果

寒狭川頭首工下流区間では、イトモロコなどの
止水性魚類の確認個体数が増加している。

河川維持

◆寒狭川頭首工下流における調査地点

【事業後】
・事業実施後はウグ
イやアユなどの従来
の魚類相のほか、イト
モロコなどの止水性
魚類の確認個体数が
増加しました。

【事業前】

・事業実施前はウグイ
やアユなどの豊川上
流域で普通にみられ
る魚類が生息してい
ました。

寒
狭
川
頭
首
工
下
流
区
間

止水性の魚類が増加

【寒狭川頭首工下流】

※流れの緩やかな環境を好む魚

※
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豊川流況総合改善事業の事後評価
■評価

■今後の調査・改善措置

中部地方ダム等管理フォローアップ委員会において、
事業完成後５年での事後評価を行った結果、十分な効
果を発揮しているとの評価を受けた

河川維持

①今後も、流況改善状況と水質・生物の変化等を把握

②現時点では、改善措置の必要性はありませんが、
今後もよりよい管理に向けて必要な検討を行ないます

③流水の正常な機能の維持に関する効果等に対する
評価手法については、今後も検討していきます
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その他の事項

・河川情報の公開・提供の促進

・河川の協働管理

・防災意識の向上
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その他の事項

・ホームページでの情報提供と意見収集 している。（平成１９年アクセス数：約４２０，０００）
・豊川流域圏内のイベント情報などを掲載したメールマガジンを 月２回の頻度で配信している。

河川情報の公開・提供の促進

ホームページ 豊川流域圏倶楽部メールマガジンの一例
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・平成１４年度より、河川愛護・三河湾浄化を目指して「川と海のクリーン大作戦」を地域の住民と
一緒になり実施している。

・ 「やろまいか 郷土の川や海岸をみんなでクリーンアップ」をスローガンに実施し、豊川流域圏で
は平成１９年度３，３０５人が参加した。

その他の事項

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

H14 H15 H16 H17 H18 H19

矢作川

豊川

年

人

河川の協働管理

ポスター 豊橋市での実施状況(H19.10.28)

川と海のクリーン大作戦参加者の推移（三河地区）

新城市での実施状況(H19.10.28)
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防災意識の向上（１）

平成１７年８月３日に、「豊川・矢作川災害情報協議会」を発足し、洪水ハザードマップの
作成等の支援を行い、平成１９年８月までに豊川関連市町の公表が完了した。

１．災害関連情報の共有化
２．各機関の災害対応を円滑に行うための方策等の検討
３．各沿川市町村のハザードマップ整備に関する一体的取り組み及び情報交換
４．ハザードマップ整備における課題と問題点、解決策の検討
５．その他本会の目的を遂行するために必要と認められる事項

【会務】【豊川構成機関 】

関連市町のハザードマップ公表状況

小坂井町

新城市

豊川市

豊橋市

【豊橋市】：平成14年12月公表

【豊川市】：平成15年1月公表

【旧一宮町】：平成15年1月公表

【新城市】：平成19年8月公表

【小坂井町】：平成14年12月公表

その他の事項
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【とよがわ防災減災フォーラム】

フォーラムの開催状況パンフレット

その他の事項

【パネリスト】

藤田佳久 愛知大学教授

豊川の明日を考える流域委

員会 委員長

柴田輝明 豊川市消防団 団長

栗田暢之 レスキューストックヤード代表

山本志織 気象予報士

山崎真一 豊橋河川事務所長

【コーディネーター】

小嶋富男 元ＮＨＫ報道局 気象・災害セン

ター長

豊橋市公会堂

防災意識の向上（２）

・近年多発している水害・土砂災害を踏まえ、災害に強い地域づくりを進めていくにあたっての豊橋
河川事務所の役割及び国・地方自治体・地域住民が適切な役割分担の下に防災対策に取り組ん
でいくことの重要性を地域住民にご理解いただくことを目的として開催し、約300名の方が来場した。
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流域圏一体化

・関係機関・地域住民との連携

・閉鎖性水域である三河湾浄化への取り組み
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関係機関・地域住民との連携 (１)
【総合学習支援等】

・水生生物調査 （小中学校１３校の児童などの参加 Ｈ１９参加者数：約８７０人）
・ＫＡＷＡＫＫＯ資料館でのコミュニケーションの促進（Ｈ１９年来館者数：７，２０１人）
・出前講師
・豊川放水路分流堰の見学案内
・アクアフェスタ等のイベントでの広報

流域圏一体化

■

■

■

■

■
■
■

■水生生物
調査地点

■

三 上

日 吉

当 古

布 里

清流公園

■

田 内

江 島

放 水 路

吉 田

朝 倉 川

■

水生生物調査の様子出前講師

ＫＡＷＡＫＫＯ資料館での総合学習 豊川放水路見学会
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関係機関・地域住民との連携 (２)
【とよがわ流域圏こども会議】

豊川の上・中・下流の小学生が、水生生物調査や、川や水に関
係した取り組みを通じて、豊川流域圏の現状・課題を考えていく
場として、平成14年度から開催され、H19年度で6回目である。

平成19年度は、5校の児童が発表し、約150名の参加者と来場
者が集まった。今回は水循環をテーマとしたネイチャーゲームも
実施した。

流域圏一体化

新城市 新城市商工会館 大研修室

ネイチャーゲーム

昼食交流会でNPO等の活動紹介
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関係機関・地域住民との連携(３)

・とよがわ流域圏住民が、とよがわ流域圏が抱える実態、諸課題に対し正しい認識を持ち、その諸課題を解決する
ための市民参加型活動に積極的に参加するような担い手の育成を目指している。

○様々な機関（地方自治体、国、大学、NPO等）との人的ネットワークを形成する。
○地域が抱える諸課題を多くの機関等に伝え、それを解決に結びつける役割を担える人材を育成する。

【とよがわ流域大学・流域圏講座】

講座の開催状況パンフレット

流域圏一体化

テーマ 講師

鈴木信弘

国土交通省豊橋河川事務所副所長

飯田　眞

愛知県地域振興部土地水資源課主幹

井上隆信

豊橋技術科学大学建設工学系教授

纐纈重行

愛知県環境部水地盤環境課主幹

戸田敏行

（社）東三河地域研究センター常務理事

黍嶋久好

愛知大学三遠南信地域連携センター上席研究員

第 4 回 11月17日（土） 「五ヶ瀬川ふるさと水回廊倶楽部の活動に学ぶ」 五ヶ瀬川ふるさと水回廊倶楽部

第 5 回 11月24日（土） 「“ひろしまね”の活動に学ぶ」 特定非営利活動法人　ひろしまね

第 6 回 12月 1日（土） 「フィールドワーク①」 ―

第 7 回 12月 8日（土） 「宮川流域ルネッサンス事業に学ぶ」 宮川流域ルネッサンス協議会

第 8 回 12月15日（土） 「しずおか流域ネットワークの活動に学ぶ」 しずおか流域ネットワーク

第 9 回 12月22日（土） 「フィールドワーク②」 ―

2008年

2月16日（土）
第10回 「公開成果報告会・シンポジウム・修了式」

パネリストは国土交通省、愛知県、NPO法人、

地元行政関係者、研究者等を予定。

第 2 回 10月27日（土） 豊川流域の水の循環」

第 3 回 11月10日（土） 「豊川流域圏づくりの基本視点」

第 1 回 10月20日（土） 「豊川水系の総合的な保全と利用」

日程
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・三河湾流域圏会議は、三河湾流域圏の森・川・海までの健全な水・物質循環の構築 を目指して、産・学・官・民の代表者で組織し、
昨年１０月に設立しました。

・今年３月に開催しました三河湾流域圏会議にて、三河湾流域圏再生行動計画を策定しました。

・今後は、関連する組織、団体と情報共有、連携を図りながら、この再生行動計画を推進していきます。

【三河湾流域圏会議】

【イメージ図】

伊勢湾流域圏
（水循環の）

再生

伊勢湾再生
推進会議

三河湾浄化
推進協議会
（市町村）

尾張地域
水循環再生
地域協議会 西三河地域

水循環再生
地域協議会

東三河地域
水循環再生
地域協議会

連携
情報共有

三河湾流域圏会議

大学等の研究機関

市民団体・ＮＰ
Ｏ法人等

流域圏一体化三河湾浄化への取り組み(１)

第1回三河湾流域圏会議（豊橋商工会議所）
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流域圏一体化

【シーブルー事業】

三河湾浄化への取り組み(２)-1

・平成16年度までに、中山水道航路整備と連携して、約620haの干潟・浅場造成、覆砂を行った。その
結果、造成区域では、周辺海域と比べDO（溶存酸素）値が高くなるなど水質、底質の改善や、底生
生物の増加、生物の多様化といった効果が見られた。
本事業については、平成18年度土木学会環境賞を受賞した。

シーブルー事業の実施箇所

◆生態系

◆生活空間

伊勢湾
三河湾

直轄施工箇所（14箇所）

愛知県水産課施工箇所（15箇所）

中山水道航路

愛知県港湾課施工箇所（10箇所）

（西浦地区）

（田原地区）
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流域圏一体化

【新たな干潟等造成材の検討】

三河湾浄化への取り組み(２)-２

・三河湾の環境改善のためには、さらなる干潟・浅場造成、覆砂、深掘跡の埋戻しが必要である。事
業継続の地元要望も高いことから、中山水道航路浚渫砂に代わる新たな造成材の検討を進めてい
る。

代替造成材の検討

拡
大

原地盤

原
地

盤

140m

20m

D.L.-2m

高さ h=0.5m程度で設定

名古屋港浚渫土＋製鋼スラグ（10%）

名古屋港浚渫土＋水砕スラグ（20%） 名古屋港浚渫土＋ダム砂（40%）

名古屋港浚渫土＋製鋼スラグ（20%）

• ①技術検討委員会の実施（H18～H20）

• ②実海域試験工区造成工事の実施（H19）

• ③実海域試験のモニタリング(H19～H20)

• 1)浅場造成材料としての混合材の性状の検討（pH、含水比、ベーン試験、COD、硫化物等）

• 2)海域における混合材の安全性の検討（周辺の水質確認試験（ pH、COD、全窒素、全リン、

• DO、SS等）、環境影響確認試験（1回 or 2回：カドミウム、六価クロム等）

• 3)生物生息場としての混合材の適性試験（マクロベントス、メイオベントス）

実海域試験実施状況（混合材打設）
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流域圏一体化

【深掘跡の埋戻し】

三河湾浄化への取り組み(２)-３

・三河湾（三河港御津地区、大塚地区）において、苦潮（青潮）の原因となる貧酸素水塊の発生場所の
1つである深掘跡の埋戻し事業を、国土交通省と愛知県が協力して実施しています。

【大塚地区】
・深掘跡の当初計画容量：約180万m3

【御津地区】
・深掘跡の当初計画容量：約140万m3

深掘跡の埋戻し事業の実施箇所

覆砂


